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１．研究計画の概要 

本研究は、我々が持続可能な社会を確立し
ていくために、アメリカ・カナダで 300 年来
のライフスタイルを守り続け、安定的に成長
しているアーミッシュシステムをモデルと
して取り上げ、彼らのシステムと現代社会の
システムを比較検討し、特に情報、廃棄、経
済社会システムを分析することによって、持
続可能な社会のために生活側面でどのよう
なリスクマネージメントが必要であるかを
明らかにすることを目的としている。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)情報に関する研究 
情報については、アーミッシュの生活誌

Family Life と 教 師 の た め の 情 報 誌
Blackboard Bulletin について分析した。ま
ず分析枠組みとして、価値観、時間、空間の
軸を設定し、それぞれの内容を読み込み、ア
ーミッシュの価値観を明らかにした。この結
果、これらの情報誌はアーミッシュの価値観
の形成に極めて重要な意味を持っているこ
とを明らかにすることができた。Family Life 
では、特に家族、コミュニティにおける教育
を重視しており、Blackboard Bulletinでは、
家庭教育と学校教育の連携を重視している
ことが明らかとなった。また、アメリカの消
費者情報誌であるConsumer Reports誌を分
析することで、現代社会が直面している消費
者問題を明らかにした。この分析においても、
取り上げている費目、品目等の情報内容に分
類して、集計を行った。この結果、2000 年
代は、交通、教養娯楽等の情報が多く、それ
らがアメリカ人にとって必要な生活用品で
あることが明らかとなった。また、アメリカ

に住んでいるアーミッシュがそこからどの
ような影響を受けるかを提示することがで
きた。 
(2)廃棄システムに関する研究 
 廃棄システムに関しては、日本の家庭のマ
テリアルフローと廃棄に関する調査分析を、
日本家庭500世帯と学校給食における残滓量
の分析によって明らかにした。この結果、廃
棄量と消費者の意識が密接に結びついてい
ることが明らかとなった。このため、消費者
教育の可能性について言及することができ
た。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。情報分析と
経済社会システム、廃棄システムについては
我が国についての研究は、かなり進展が見ら
れた。本年は、アーミッシュの廃棄に関する
実態調査とスクールマネジメントに関する
調査をする予定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
最後の年度ではあるが、再度アーミッシュ

を訪れ、アーミッシュの廃棄システムについ
てのアンケート調査依頼をする予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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